
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

頌栄
しょうえい

 キリストの平和
へ い わ

が   

１．キリストのへいわが わたしたちのここ

ろのすみずみにまで  行きわたりますように 

５．キリストのゆるしが わたしたちのここ

ろのすみずみにまで 行きわたりますよう

に

今年度
こんねんど

標語
ひょうご

 「涙
なみだ

と共
とも

に種
たね

を蒔
ま

く人
ひと

は、喜
よろこ

びの歌
うた

と共
とも

に刈
かり

り入
い

れる。」 〈詩篇
しへ ん

126篇
へん

５節
せつ

〉 

日本キリスト教団 浦河教会 
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〒057－0022  北海道浦河郡浦河町昌平町東通 32 
             

            伝道師  大槻茂勝 

  ０９０－９７１６－１３５３ 

「神のからしだね計画」マルコ福音書 4章 21～34節 

 マルコ福音書 4章には三つのたとえが収録されていますが、それらはいず
れも「種」に関するものです。「種蒔きのたとえ」、「自ずと成長する種のた

とえ」、そして「からし種のたとえ」です。これらはたとえなので、「神の王

国」、「神の支配」、それを教えるとされます。 

イエスの語る「神の王国」とはどこか謎めいた言葉です。この私たちの住む

世界が神の王国になる、神の支配が及ぶようになる、というのはいったいど

ういうことなのか、この世が天国のような楽園に変わることなのかと、いろ

いろと想像してしまいます。イエス自身は、「神の王国」とは何であるのか

という詳しい定義を与えませんでした。むしろ神の支配を自らの行動によっ

て示しました。、あるいは「たとえ」を用いて、あえて隠すようにそれを説

明しました。 

 霊的なものは、私たちの普通の生活においては意識に上ってこないもので

す。それはちょうど、風というものは目には見えないけれども、暑い日に森

の中でさっと涼しい風に吹かれると、暑さを振り払う涼しさを体験すること

でそこに風があるのを知るという、そういうことにたとえられるものです。

ょう。神の霊は目には見えません、つまり理性でとらえるのがむずかしいも

のです。しかし私たちがその力を体験する時に、それは確かに存在している

ことを知ります。「神の王国」も、人の目には見えなくても確実に存在し、

しかもそれは地上世界においてダイナミックに拡大していくのです。私たち

の言葉の限界というものがあります。使徒パウロもまた、人間の言葉を尽く

して福音を告げ知らせる「宣教」は「愚かな手段」であるというある種のわ

きまえを持っていました。地上においては、神の国は譬えによって知ること

しかできなかったという説明があります。「神の国」を知るために私たちに

与えられ ている場所として教会があります。言葉と、言葉の祝祭の場であ
る教会の双方によって、私たちは神様の御国を知る幸いが与えられていま

す。 
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【今週
こんしゅう

の集会
しゅうかい

] 

♢一緒
いっしょ

に聖書
せいしょ

を読
よ

み祈
いの

る会
かい

 

1月 15日
にち

（水
すい

） 19時
じ

 於 礼拝堂
れい䛿いどう

 

〈マルコ 12章
しょう

１3～17節
せつ

〉（新約
しんやく

聖書
せいしょ

86頁
ぺいじ

） 

讃美歌  ５０７番・６番 
 

【次週
じしゅう

の予定
よ て い

】 

♢主日礼拝 
1 月 19 日（日） 14時

じ

 

聖書  マルコ４章
しょう

35～41節
せつ

(67頁） 

讃美歌  ６番・５３２番 
 
♢一緒
いっしょ

に聖書
せいしょ

を読
よ

み祈
いの

る会
かい

 

1月２２日
にち

（水
すい

） 19時
じ

 於 礼拝堂
れい䛿いどう

 

〈マルコ 12章
しょう

18～2７節
せつ

〉（新約
しんやく

聖書
せいしょ

86頁
ぺいじ

） 

讃美歌  ５１０番・１６番 

【来週
らいしゅう

の礼拝
れい䛿い

司
しかいしゃ

会者
しかいしゃ

を決
き

めましょう】 

①山本充枝 ②内村直人 ③半田かおる  

④伊藤知之 ⑤山根耕平 ⑥岸澤恵美 

⑦高崎 晋  ⑧早坂 潔  ⑨荻野 仁 

⑩和田智子 ⑪吉田公子 ⑫大矢英明 

1 月 13，14 日 年頭修養会（伊藤さんが加わ

りました） 
1 月 15 日新任牧会セミナー（大槻参加） 
 
 

【集会
しゅうかい

統計
とうけい

】 

 集会名  出席者 献金 

主日礼拝  １９名 （＋子供３）  10,891 円 

（1月５日）         

祈祷会   中止 

（1月 1日）  

能登
の と

半島
はんとう

地震
じ し ん

救援
きゅうえん

募金 

1月 5日  341円 累計 19,442円 

 

頌栄 キリストの平和が   

１．キリストのへいわが わたした

ちのこころのすみずみにまで  行き

わたりますように 

５．キリストのゆるしが わたした

ちのこころのすみずみにまで  行

きわたりますように 


